
労 働 政 策 の 展 望 一 者 露政策や労欝著究の中長難苺な晏菫等につtて考察 じ提言する

これが膊翁キザ アゞ0コンサルテイングに

求められるもの
ン聾市寸

2001年 雇澤対策法苺及び職業能力霧発促蓬法

の改正により「キヤリア・コンサルテイング」制

度が認始されてから今年で14年,露 く者のキヤ

リア形成のための基本的熱競 スキルの教育!認

定がまず民蘭試験機関:こ よって行われ,ついで熟

練レベル.指導者レベル:二対する技譲検定制糞が

構築され,露く人の華力開発=就職支援,キ ヤリ

ア教育の分野に広く普及している。また̀ キ ャリ

ア・コンサルタントの嚢家資格fしの動きも報じら

れている,本稿でlま「今後のキャリア・コンサル

タントエ求められるもい」 :二ついて述べるさ

1 これからのキヤリア。コンサルタントは,置人

録燿 だけでなく「環境]を変える力を持たなけ

ればならない

多くのコンサルタントは,カ ウンをラー出身者

が多く,そのためとかく僣人の支援にとらわれる。

キャリア・コンサルタント‡,何が出来るかのま

えになにをすべきか,役割を考えるべきである。

キャリア・コンサルタントの役割を整理してみよ

う。

暑キャリアと:ま,個人の立象 立てば=何らか

の意味で「働くこと」を中核として人生を生きる

ことである,そのためには「働くことの意味」を

個人に理解させ,実践させることは.当然のこと

ながら,まずキヤリア コヽンタルタントの第1の

仕事である。しかし,同時にその個人を置む家梶

組織。社会などがその個人のキャリア形成にどう

蘭わるのかを考え,「環境に介入」することが

キャリア・コンサルタントにとって重要な役事で

ある。

②環境に介入するためには,具体的にキャリア・

コンサルタントは, どんな機 を持たなければな

らないのか,

それは,環境の変イヒを先取りして,それを信人.

幾義,社会:1知 らせる「伸介者」の役割である。

さら:こ環境を変えるには「変化の督造者」:すを

わち動言者,情報提供者。講鍾者。調整者=教育

者でなければならない。

現在鍮キャリア コヽンナルタントはマメンィル

ヘレス不全者,障害者,高講 .長露失業者=子
育てキの女性.生轟栞護受総者,介護を必要とす

る労働者・ ニート,フ リーターな錯 鶯に支援を

必要とする個人の雄 に対爾じ。これからのキャ

リア ,コ ンサルタントは従来以上に環境への介入

を求められている。

eわが国社会の人iFl力,教育力,現場力の低下

や満壊が指摘されて久しい。尋れは,キャリアコ

ンサルタントだけで解決される闘菫で1ま なをヽが

これらの問題にキヤリア・コンサルタントは百常

現場で対面している。具体的ケースの星開の中で

これらの間電:こ 蘭わつている。これらの間薫撃,

タライエント個人の露題と,その優人を取り巻く

環境 (地域ぃ学崚・難場等の霧畿 家族等)と の権

互作理によってもならされるものである。

構設者個人に対する支緩だけでIま等舞できない

環境の問題点の発見や指摘:改善提案等の環境介

入,環境への働きかけを関係者と協力して行うこ

とが,重要なキヤリア Ⅲヨンテルタントの役割で

ある.

2 これからのキヤリア・コンサルタント撃=「厚

さと広が:夕 J,そ緋ための響講仁スキルを持うた

舞 でなければならない
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